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	開催日時
	　令和５年８月３１日（木）　９時３０分～１１時１５分
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	会議次第
	１　開会

２　委員長のあいさつ
３　教育長のあいさつ

４　社会教育委員の役割等の説明
５　議題
　（１）各課から重点事業（施策）の説明
（２）「令和５年度　伊万里市の教育」について
（３）その他

　　　「二十歳の集い」の開催方法について
６　閉会


	会議結果
	１　開会（進行：生涯学習係長）

２　委員長のあいさつ（中嶋委員長）
　　残暑が続いていますが、昨日の雨でいくらか涼しく感じます。まだまだ暑さも続きますので、ご自愛ください。この委員会は年に１回でありまして、公式の場で意見を述べる機会もなかなかありませんので、皆さんからの忌憚のない意見を出していただきたいと思います。今日一日よろしくお願いします。
３　教育長のあいさつ（松本教育長）
　委員の皆さまには、日頃よりそれぞれの立場で社会教育の振興にご尽力いただいておりますことに感謝申し上げます。８月も終わり内なりますが、今年は非常に暑い夏でした。天気予報でも危険な暑さという言葉をよく耳にし、実際に小学生、中学生が亡くなるという事故もあっています。県の教育長と２０市町の意見交換会でも熱中症対策が議題に上がり、意見を交わしました。しかし暑さ対策だけにとどまらず、新型コロナウイルス感染症についても、あちらこちらで聞く状態が続いており、対応が必要であります。
　先日、８月２６日２７日に日本カブトガニを守る会の総会、研究会、公開講座などが伊万里で行われ、カブトガニを今後どう守っていくかということにとどまらず、地球環境の話にまで及びました。人が生き延びるということに直結する話であり、今後の守る会の活動にもしっかりかかわっていきたいと思ったところです。
　本日は、各課から重点事業についてご説明いたします。令和５年度の伊万里市の教育について委員の皆さまからのご意見を頂戴し、今年度後期に向けて、また次年度に向けてご意見を反映させたいと考えております。有意義な会議となりますよう、よろしくお願いいたします。
４　社会教育委員の役割等の説明（生涯学習係長）
　　資料１～３ページ（社会教育法の抜粋、市社会教育委員条例、
施行規則）をもって説明

５　議題

（１）各課から重点事業（施策）の説明
　　教育総務課：資料４、５ページをもって説明（川口副部長）

　　　　　　　　教育環境の整備、子育て支援の充実
　　生涯学習課：資料６～１３ページをもって説明（伴課長）

　　　　　　　　生涯学習の推進、青少年の健全育成の推進、文化芸術の振興、人権教育と啓発の推進、文化財の保護、歴史民俗資料館、陶器商家資料館、伊万里・鍋島ギャラリーについて
　　スポーツ課：資料１４～１５ページをもって説明（金子課長）

　　　　　　　　散弾銃射撃場鉛汚染対策工事、国見台プールの解体について
　　国スポ・全障スポ推進課
　　　　　　　：資料１６～２ページをもって説明（松尾課長）
国民スポーツ大会・全国障碍者スポーツ大会推進事業
　　市民図書館：資料２２～２５ページをもって説明（鴻上館長）

　　　　　　　　社会教育施設としての市民図書館について

《質疑応答》

（黒川委員）　⇒　教育総務課
　　放課後児童クラブが６年生まで拡大しているが、６年生は何名利用しているか？

　⇒　６年生の利用は、４４名（R５.5.1現在）。利用状況については伊万里市の教育５４ページに掲載。（副部長）
（中嶋委員長）
　　放課後児童クラブに従事しているが、６年生は登録していても毎日来るわけではないようだ。家庭の事情や習い事などがある。
（馬場委員）　⇒　教育総務課
　　教育環境整備事業で、東山代小学校、東陵中学校区が上がっているが、今後統合などを検討している地区があるのか？
　⇒　山代中学校区で検討を進めている。現在の計画では、まず山代西小と山代東小を統合し、将来的には山代中とも統合するということで地域とも協議を進めているところである（副部長）
（黒川委員）　⇒　生涯学習課
　　伊万里・鍋島ギャラリー等の施設は月曜日が休館日になっているが、有田陶器市などのイベント開催中は臨時に開館するような考えはないか？
　⇒　今のところ、基本的に月曜日を休館日とする方針で運用している。（課長）
（馬場委員長）⇒　生涯学習課
　　地域学校協働活動について、もともと地域と学校はつながりがあったように思う。この考えは都会でつながりのないところの話なのでは？
地域と一緒になって子どもたちを育てていくという感覚が身についている中で、コミュニティスクールの会議もあまり身のないもののような気がする。具体的にどのような取り組みをされているのか知りたい。

　⇒　委員ご存じのとおり、地域学校協働活動というのは市内の学校では以前から取り組んでいたものである。学校と地域がよりつながりやすくなるよう地域学校協働推進員を一人配置している。新しく何かを始めるということは少ないが、南波多郷学館では、川柳教室や生け花教室などに取り組んでいる。総合学習の時間の講師を探すときに推進員が地域の人を紹介するなど、先生の負担軽減にもつながると考える。（係長）
（犬塚委員）⇒　生涯学習課
　　子ども伊万里塾について、参加者が少ないがPRはどのように行って
いるか？また、スペシャリストを育てたいのか、子どもの時から伊万里
のことに関心をもって伊万里を愛するような人を育てたいのか？
　⇒　PR方法は、各学校を通じてチラシを配付、広報伊万里やケーブルテレビでもお知らせしている。土曜日曜に実施するので、継続して参加するのが難しいということもあると思うので、開催方法など検討しながら進めたい。その一つとして、今年は夏休み期間中にカブトガニの講座を実施した。
　　　スペシャリストを育てるのが一番だとは思うが、そこは難しいので、この講座を通じて、子どもたちが伊万里のことを知るきっかけになってほしいと考えている。（係長）
（中嶋委員長）

　　今年は数年ぶりに沖縄でのサマーキャンプが実施されるようになっ
ていた。知り合いの子も参加できると楽しみにしており、中止になって
非常に残念がっていた。（台風で直前に中止決定）何かあってはいけな
いので仕方ないが、ぜひ来年は期待したいと思う。
（池田副委員長）
　カブトガニの講座の話があったが、以前、南波多中学校に勤めていた
時に、稚魚を育てて、海に放流するということをやっていた。一人の生
徒が、すごく喜んで世話をして、家族も海水を汲みに行くなど協力して
いただいた。そのおかげで、ほかの生徒もお世話をしてくれるようにな
った。この取り組みは牧島小学校などほかの学校でも取り組まれている
と思うので、生涯学習課の塾事業にもつながっているのではと感じる。
　また、PRについても地道にやっていただいていると思う。青少年相談
事業では、各家庭にチラシを配っていただいたことで、急に相談件数が
増えることはないが、新しい人が来所された。相談員が話を聞くだけで
も何かしらの手助けになっていると思っている。そこが相談室の存在意
義ではないかと思う。急激に成果が表れるわけではないが、これまで　
培ってきたことがこれからもつながっていくのではないだろうか。
　先日の人権・同和教育の研修もとてもいい話をきかせていただいた。
（黒川委員）　⇒　スポーツ課
　散弾銃射撃場の鉛汚染対策について、今年度は汚染度の高いエリアを
実施するということだが、今後もずっと続いていくのか。
　⇒　まずは、鉛が一番多く残っているスキート射場を取り除いて、今後
の計画については、この結果を踏まえて検討していく。（課長）
（中嶋委員長）　⇒　スポーツ課
　　これで全体が終わるわけではないのか。今回の工事が３月で終わると
いうことか。
⇒　そのとおり。全部するとかなり時間がかかる。これで数値が収まっ
たり、ほかの対策をとるなど、いろんな選択肢も考えられる。鉛を全
部取ってしまうと決まっているわけでもない。まずは、濃度が高い所
の土を取っていく。（課長）
（池田副委員長）　⇒　生涯学習課
　　あおぞら青年学級について、昨年はコロナ禍と対象者の高齢化でなかなか集まれないと聞いていた。対象者も４０代５０代の方もいらっしゃると思うので、できれば続けてほしいと思っている。現在の状況について聞きたい。
　⇒　この事業は、特別支援学級卒業の方たちが地域で孤立することのないように、集まる機会、生涯学習の機会を提供しようと、長きにわたり取り組んできた。田代一茂先生が種をまかれた事業であるが、令和２年度から休止中である。今後に向けては、指導者の先生と話をしていくことが必要であるが、指導者も含め受講生も高齢となっている。
　　　また、新たな受講生も近年いなくなっている。以前と比べて、特別
支援学級卒業生の居場所も福祉の向上とともに、少しずつ状況も変わってきている。総合的に、具体的な検討をする時期に来ていると考える。指導者、保護者とともに話を進めていくので、今後とも支援を
お願いしたい。（課長）
（中嶋委員長）
　　国スポ・全障スポ推進課の事業については何か質問はないか。すでにリハーサル大会が始まっているが…
　　本番は来年なので、皆さんも参加してほしい。見に行くことも参加になるので、ぜひ応援していただきたい。
（中嶋委員長）

　　続いて図書館について。
　　図書館のカードを無くしたが、すぐに再発行してもらった。１００円必要だがその場で手続きできて良かった。
（池田副委員長）　⇒　市民図書館
　　最近、育児を担っている父親が多くなっている。おむつ替えやミルクなどこまめにやっている。パパたちが赤ちゃんを連れて出かけた時に、おむつ替えのスペースが女性のところにしかないところがある。授乳室もパパがミルクを飲ませられる場所の工夫も必要だ。市民図書館は、女性のところにおむつ替えの場所があるのは知っている。国見台のトイレもきれいになったが、そのようなところをもっと充実してもらえたら
もっと素晴らしいものになると思う。
　　私たちは、いつも高齢者のことについてはよく考えるが、赤ちゃん連れの人たちのことも考える必要がある。そのあたりについてはどのようになっているかお聞きしたい。
　⇒　図書館のおむつ交換台は、こども用トイレの前とホール前の女性トイレの前の通路にある。男性が入れないわけではないのでそこで替えるか子どもトイレの前で替えてもらうかである。男性トイレの中にはない。
　　　授乳室は、こどもコーナーの一角にカーテンで仕切った形で設置している。母親だけでなく、父親も利用できる。（館長）
（池田副委員長）
　　わかりました。
（中嶋委員長）
　　他に質問は？
（中嶋委員長）　
　　中学校の部活動の地域移行について、民間委託とかになると夜間照明
など必要になるのでは？伊万里市の状況は？
　⇒　部活動の地域移行については、今年度、関係者を集めて検討委員会を立ち上げる計画である。初めは国で年度を決めて、そこまでに移行ということであったが、年限がなくなった。ほかの事例等を調査しながら今年度から検討を進め、協議していきたいと考えている。（部長）
（中嶋委員長）
　　わかりました。
　　もう一つ、市民会館の跡地については、保育園になるという話を聞い
ているが、まだ決まっていいないのか？
⇒　市民会館跡地については、現在、総合政策部と健康福祉部で進められている。具体的なことは決まっていない。（部長）
（中嶋委員長）
　　先日、アンケートが届いて、「そこに保育園を移転しないと伊万里市としても困る」ととれるようなことが書いてあった。自由に意見をと書いてあったが、何年までに移転するというようなことが書いてあり、何のためのアンケートかわからなかった。
　⇒　跡地の活用については、市議会で特別委員会が設置されており、その中でのアンケートだと思われる。所管外なので分からない。（部長）

（中嶋委員長）
　　回答期限が今日までだったのでお尋ねした。
（中野委員）
　　アンケートについては、委員会から社会福祉協議会にお持ちになり、
　社協の理事さんにお願いしたいとのことであった。私も理事なので、回
答した。ここで話すようなことではないと思うが、委員長が言われたよ
うにアンケートとしてよくわからないような感じではあった。

（中嶋委員長）
　　分かればと思って聞いてみた。
　　他にないか？
（川口副部長）
　　黒川委員から、歴史民俗資料館等の月曜休館の話があったが、月曜日
が祝日の場合は、火曜日が休館日としている。連休の時などは、遠くか
ら観光客がお見えになるということで、月曜開館の意義はあると思って
いる。陶器市期間中などのイベント時の開館については、教育委員会内
で検討していきたいと考えている。
（２）「令和5年度伊万里市の教育」について

（中嶋委員長）
　　それでは、令和５年度伊万里市の教育について、事務局から。
（生涯学習係長）　
　　伊万里市の教育については事前にお配りしている。内容をご確認いた
だき、質問があればお受けする。
（中嶋委員長）
　　令和５年度については、もう半分すぎているので、意見等あれば次年度に繋げたいということである。
（松園委員）
　　５０ページの特別支援等の職員の数について、青嶺中、郷学館後期が
０人になっている。どのような状況か？
⇒　特別支援学級一つにつき正規の教員が１名入る。ご指摘の職員数
は、市職員の数である。特別支援学級に限らず支援が必要な子ども
たちがいるので、その情報を集めて、市で配置しているものである。
支援が必要な子が多いところは職員の配置も多くなる。また、担任や
そのほかの教員で対応が可能なところは配置しないこともある。
（教育長）
　
（黒川委員）
　　一時、支援員の数が足りないということを聞いたことがあるが、今は足りているのか？
　⇒　年度初めは募集をかけても必要数集まらないこともあるが、随時募集をかけており、現在は足りている状況である。（部長）
（池田副委員長））
　　今朝、黒川小学校から電話があり、新学期が始まり、家庭科のミシン掛けの授業で、民生委員や地域の方の支援をお願いしたいとのことであった。１学期は５回ほど、５，６人で出かけた。これが地域学校協働活動かなと思う。去年まではコロナ禍で学校に入れなかったが、今年は入学式など声をかけてもらえて、いつでも行けるので、私たちが元気をもらっている。
　　このようにお互いできることをお手伝いしていくのが、大きな意味での社会教育かなと思う。

　⇒　今言われたことがまさしく地域学校協働活動である。通常学校の窓口は教頭先生が担っているが、最近は、広域人事で地域のことが分からない先生も増えている。推進員は地域の人材に明るい方なので、先生から相談していただいて、地域との懸け橋になって活動していただきたい。（副部長）
（３）その他
　・「二十歳の集い」の開催方法について（生涯学習課）
　　令和６年１月７か日曜日　市民センター文化ホールで開催。
　　ここ数年、コロナ禍により分散開催としてが、今年度は１か所で開催
する。委員の皆さまにもご出席いただきたい。

６　閉会（係長）
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